
「

「

小
学
校
第
３
学
　
　
　
　
小
学
校
修
了
前

年
修
了
前
特
例
　
　
　
　
　
特
例
給
付
支
給

別
記
様
式
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

給
付
支
給
対
象
　
　
　
　
　
対
象
児
童
該
当

児
童
該
当
年
月
日
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

」

」

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
別
記
様
式
の
規
定
に
よ
る
児
童
手
当
受
給
者

台
帳
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
別
記
様
式
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

山
梨
県
規
則
第
三
十
六
号

山
梨
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和

四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
二
条
の
二
第
二
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び

に
第
二
項
た
だ
し
書
」
に
、「
ま
で
及
び
」
を
「
ま
で
並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
四
を
第
二
条
の
五
と
し
、
第
二
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
就
業
の
場
所
か
ら
勤
務
場
所
へ
の
移
動
等
）

第
二
条
の
四
　
条
例
第
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
就
業
の
場
所
か
ら
勤
務
場
所
へ
の

移
動
は
、
次
に
掲
げ
る
移
動
と
す
る
。

一
　
一
の
勤
務
場
所
か
ら
他
の
勤
務
場
所
へ
の
移
動

二
　
次
に
掲
げ
る
就
業
の
場
所
か
ら
勤
務
場
所
へ
の
移
動

イ

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
三
条
第
一
項
の
適
用
事
業

に
係
る
就
業
の
場
所

ロ

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
職
員
の
勤
務
場
所

目
　
　
　
次

規
　
　
　
則

○
山
梨
県
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
…
…
…
一

改
正
す
る
規
則

○
山
梨
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
…
…
…
一

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
山
梨
県
公
有
財
産
事
務
取
扱
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

○
山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
寮
設
置
及
び
管
理
条
例
の
施
行
期
日
を
定
…
…
…
五

め
る
規
則

○
山
梨
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

○
山
梨
県
行
政
組
織
規
則
及
び
山
梨
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
五

○
山
梨
県
立
育
精
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

○
山
梨
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

○
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

○
山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九

公
安
委
員
会

○
山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九

規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
三
十
五
号

山
梨
県
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

山
梨
県
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
取
扱
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山

梨
県
規
則
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
九
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
十
八
年

七
月
十
一
日

号
外
第
三
十
九
号

火　曜　日

小
学
校
第
３
学

年
修
了
前
特
例

給
付
支
給
対
象

児
童
該
当
年
月
日

小
学
校
修
了
前

特
例
給
付
支
給

対
象
児
童
該
当

年
　
　
月
　
　
日



ハ

そ
の
他
勤
務
場
所
並
び
に
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
就
業
の
場
所
に
類
す
る
も
の

２

条
例
第
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
職
員
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
違
反
し
て
就

業
し
て
い
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
場
合
と
す
る
。

一
　
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項

二
　
前
号
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
類
す
る
も
の

３

条
例
第
二
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
要
件
は
、
同
号
に
掲
げ
る
移
動
が
、
単
身
赴

任
手
当
の
支
給
を
受
け
る
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
と
均
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
と
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

条
例
第
十
六
条
に
お
い
て
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
第
三
十
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
遺
族
補
償
年
金
の
支
給
の
停
止
を
申
請
す
る
者
は
、
遺
族
補
償
年
金
支
給
停
止
申

請
書
（
第
十
二
号
様
式
）
を
実
施
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
第
二
項
中
「
前
項
の
規
定
」
を
「
前
二
項
に
規
定
す
る
申
請
書
」
に
、「
行
な
つ
た
者
に

す
み
や
か
に
」
を
「
行
つ
た
者
に
速
や
か
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
第
十
六
条
に
お
い
て
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
第
三
十
五
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
遺
族
補
償
年
金
の
支
給
の
停
止
の
解
除
を
申
請
す
る
者
は
、
遺
族
補
償
年
金
支
給

停
止
解
除
申
請
書
（
第
十
三
号
様
式
）
に
年
金
証
書
を
添
え
て
実
施
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
十
七
条
第
一
項
中
第
八
号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
を
一

号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
二
十
一
号
を
削
る
。

附
則
第
五
項
中
「
障
害
の
等
級
」
を
「
障
害
等
級
」
に
、「
第
二
条
の
三
」
を
「
第
二
条
の
三
第
一

項
」
に
、「（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
十
九
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
八
項
」

に
改
め
る
。

附
則
第
六
項
第
一
号
中
「
以
上
の
等
級
」
を
「
以
上
の
障
害
等
級
」
に
、「
障
害
の
等
級
」
を
「
障

害
等
級
」
に
、「
第
二
条
の
三
」
を
「
第
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
以
下
の
等

級
」
を
「
以
下
の
障
害
等
級
」
に
、「
障
害
の
等
級
」
を
「
障
害
等
級
」
に
、「
第
二
条
の
三
」
を
「
第

二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、「（
昭
和
四
十
二
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号
）」
を
削
る
。

第
六
号
様
式
の
二
中
「
が
５
７,

０
５
０
　
円

」
を
「

円
」
に
、「
は

０
円
」
を
「
は
　
　
　
　
　
　
円
」
に
改
め
る
。

第
十
五
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
九
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

二

が
５
７
,０
５
０
円

は
２
８
，
５
３

が
５
７
,０
５
０
円

は
５
７
,０
５
０
円

０
円



山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
九
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

三

第１５号様式（第１５条関係）



「

第
二
十
号
様
式
中
　
　
　在

宅
介
護
の
た
め
の
住
宅

「
を
　
　
在
宅
介
護
を
行
う

」

介
護
人
の
派
遣

「

に
、

」

「
を
　
　
長

」

に
改
め
る
。

」

附
　
則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
議
会
の
議
員
そ
の

他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と

い
う
。）
第
二
条
の
四
の
規
定
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

新
規
則
第
十
七
条
第
一
項
各
号
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
行
う
べ
き
事
由
が
生

じ
た
福
祉
事
業
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
行
う
べ
き
事
由
が
生
じ
た
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

山
梨
県
規
則
第
三
十
七
号

山
梨
県
公
有
財
産
事
務
取
扱
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
公
有
財
産
事
務
取
扱
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
公
有
財
産
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
公
有
財
産
事
務
取
扱
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
表
第
二
中
「
資
本
減
少
」
を
「
資
本
金
減
少
」
に
、「
資
本
の
」
を
「
資
本
金
の
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
卸
売
市
場
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
卸
売
市
場
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
五
号
中
「
営
業
の
」
を
「
事
業
の
」
に
、
「
営
業
譲
受
認
可
申
請
書
」
を
「
事
業
譲
受

認
可
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
号
中
「
の
資
本
」
を
「
の
資
本
金
」
に
、「
資
本
（
出
資

額
・
役
員
）
変
更
届
書
」
を
「
資
本
金
（
出
資
額
・
役
員
）
変
更
届
書
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
営
業
」
を
「
事
業
」
に
改
め
る
。

「

第
五
号
様
式
中
「
第
５
号
様
式
」
を
「
第
５
号
様
式
（
第
２
条
関
係
）
」
に
、

あ
る
と
き
は
　
　
「
氏
名
（
法
人
で
あ
る
と
き
は

び
に
代
表
者
　
を
　
そ
の
名
称
並
び
に
代
表
者
の
　
に
、「
営
業
譲
受
認
可
申
請
書
」
を
「
事
業
譲

び
氏
名
）
印
」

役
職
名
及
び
氏
名
）

印
」

受
認
可
申
請
書
」
に
、「
づ
け
」
を
「
付
け
」
に
、「
お
よ
び
面
積
」
を
「
及
び
面
積
」
に
、「
ま

た
は
」
を
「
又
は
」
に
、「
な
ら
び
に
代
表
者
」
を
「
並
び
に
代
表
者
」
に
、「
お
よ
び
氏
名
」
を

「
及
び
氏
名
」
に
、「
お
よ
び
譲
受
け
」
を
「
及
び
譲
受
け
」
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
九
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

四

住
宅
介
護
を
行
う
介
護
人
の
派
遣

介
護

用
機

器

在
宅
介
護
の
た
め
の
住
宅

在
宅
介
護
を
行
う

介
護
人
の
派
遣

期
家
族
介
護
者
援
護
金

長
期
家
族
介
護
者
援
護
金

身
体
障
害
者
用
自
動
車

長

あ
る
と
き
は
　
　
「
氏
名
（
法
人
で
あ
る
と
き
は

び
に
代
表
者
　
を
そ
の
名
称
並
び
に
代
表
者
の
　
に
、
「
営
業
譲
受
認
可
申
請
書
」
を
「
事
業
譲

び
氏
名
）
印
」

役
職
名
及
び
氏
名
）

印
」

受
認
可
申
請
書
」
に
、
「
づ
け
」
を
「
付
け
」
に
、
「
お
よ
び
面
積
」
を
「
及
び
面
積
」
に
、
「
ま

た
は
」
を
「
又
は
」
に
、
「
な
ら
び
に
代
表
者
」
を
「
並
び
に
代
表
者
」
に
、
「
お
よ
び
氏
名
」
を

「
及
び
氏
名
」
に
、
「
お
よ
び
譲
受
け
」
を
「
及
び
譲
受
け
」
に
改
め
る
。

を

に
、

を

に
、に

、

に
、

に
、

に
、

に
、

を

を

を

を

を

に
改
め
る
。

を

第
５
号
様
式

第
５
号
様
式
（
第
２
条
関
係
）

氏
名
（
法
人
で

そ
の
名
称
な
ら

の
役
職
名
お
よ



「
名
称
な
ら
び
に

第
六
号
様
式
中
「
第
６
号
様
式
」
を
「
第
６
号
様
式
（
第
２
条
関
係
）」
に
、

お
よ
び
氏
名
　

代
表
者
の
役
職
名
　
　
「
名
称
並
び
に
代
表
者
の
役
職
名
及

を
　
　
び
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
」

と
昭
和
　
年
」
を
「
と
　
　
　
年
」
に
、「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、「
な
ら
び
に
代
表
者
」
を

「
並
び
に
代
表
者
」
に
「
お
よ
び
氏
名
」
を
「
及
び
氏
名
」
に
「
資
本
」
を
「
資
本
金
」
に
、

お
よ
び
条
件
」
を
「
及
び
条
件
」
に
、「
も
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
の
二
中
「
資
本
」
を
「
資
本
金
」
に
改
め
る
。

「
そ
の
名第

十
五
号
様
式
中
「
第
１
５
号
様
式
」
を
「
第
１
５
号
様
式
（
第
２
条
関
係
）」
に
、

の
役
職

称
な
ら
び
に
代
表
者
　
　
「
そ
の
名
称
並
び
に
代
表
者
の

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、「
資
本
（
出
資
額
・
役
員
）
変

更
名
お
お
び
氏
名
）
印
」

役
職
名
及
び
氏
名
）

印
」

届
書
」
を
「
資
本
金
（
出
資
額
・
役
員
）
変
更
届
書
」
に
、「
づ
け
」
を
「
付
け
」
に
、「
係
る
資

（
山
梨
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
山
梨
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
中
「
、
整
理
開
始
」
を
削
る
。

（
山
梨
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
山
梨
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
（
平
成
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
八
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
中
「
資
本
」
を
「
資
本
金
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
三
十
八
号

山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
寮
設
置
及
び
管
理
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
寮
設
置
及
び
管
理
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る

規
則

山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
寮
設
置
及
び
管
理
条
例
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
条
例

第
六
号
）
の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
八
年
九
月
一
日
と
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
三
十
九
号

山
梨
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
八
条
第
九
項
中
「
事
務
局
長
」
を
「
副
所
長
及
び
事
務
局
長
」
に
改
め
る
。

「
地
域
支
援
課
　
　
　
「
内

「
成
人
支
援
課

別
表
第
四
あ
け
ぼ
の
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
項
中
　

を
　
通
園
支
援
課
　
に
、

歯

児
童
支
援
課
」

入
所
支
援
課
」

リ

「
小
児
科

科
・
小
児
科

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
薬
剤
科

科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「
薬
剤
科
」
を

に

皮
膚
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歯
科
衛
生
科
」

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
」

療
法
科
　
　
　
　
　
　
　
」

改
め
る
。

別
表
第
六
あ
け
ぼ
の
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
肢し

体
不
自
由
児
」

を
「
肢
体
不
自
由
児
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
四
十
号

山
梨
県
行
政
組
織
規
則
及
び
山
梨
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
行
政
組
織
規
則
及
び
山
梨
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
九
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

五

「
名
称
な
ら
び
に

第
六
号
様
式
中
「
第
６
号
様
式
」
を
「
第
６
号
様
式
（
第
２
条
関
係
）
」
に
、
お
よ
び
氏
名
　

代
表
者
の
役
職
名
　
　
「
名
称
並
び
に
代
表
者
の
役
職
名
及

を
に
、

「
づ
け
」
を
「
付
け
」
に
、

「
印
」

び
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
」

「
と
昭
和
　
年
」
を
「
と
　
　
　
年
」
に
、
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、
「
な
ら
び
に
代
表
者
」

「
並
び
に
代
表
者
」
に
、
「
お
よ
び
氏
名
」
を
「
及
び
氏
名
」
に
、
「
資
本
」
を
「
資
本
金
」
に
、

「
お
よ
び
条
件
」
を
「
及
び
条
件
」
に
、
「
も
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
の
二
中
「
資
本
」
を
「
資
本
金
」
に
改
め
る
。

「
そ
の
名

第
十
五
号
様
式
中
「
第
１
５
号
様
式
」
を
「
第
１
５
号
様
式
（
第
２
条
関
係
）
」
に
、

の
役
職

称
な
ら
び
に
代
表
者
　
　
「
そ
の
名
称
並
び
に
代
表
者
の

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、「
資
本
（
出
資
額
・
役
員
）
変
更

名
お
よ
び
氏
名
）
印
」

役
職
名
及
び
氏
名
）

印
」

届
書
」
を
「
資
本
金
（
出
資
額
・
役
員
）
変
更
届
書
」
に
、
「
づ
け
」
を
「
付
け
」
に
、
「
係
る
資

本
」
を
「
係
る
資
本
金
」
に
、
「
お
届
け
し
ま
す
」
を
「
届
け
出
ま
す
」
に
、
「
の
資
本
」
を
「
の

資
本
金
」
に
改
め
る
。

に
、

に
、

に
、

に
、

を

を

に
、

を

を

を

に
、

を

を

に
、

を

を

に
改
め
る
。

に
改
め
る
。

に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
の
二
中

第
十
五
号
様
式
中

を

を

に
、

に
、

を

に
、

を

に
、

第
六
号
様
式
中

を
を

に
、

に
、

に
、

を

を

を

に
、



第
一
条
　
山
梨
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
六
児
童
相
談
所
の
項
第
三
号
中
「
は
握
」
を
「
把
握
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
手
続

き
」
を
「
手
続
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
　
障
害
児
施
設
給
付
費
の
支
給
決
定
に
関
す
る
こ
と
。

（
山
梨
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
リ
中
「
指
定
国
立
療
養
所
等
へ
の
入
所
」
を
「
指
定
医
療
機
関
へ
の
入
院
」
に
改

め
、
同
号
リ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ハ
か
ら
同
号
チ
ま
で
を
同
号
ト
か
ら
同
号
ヲ
ま
で
と
し
、
同
号

ロ
中
「
指
定
国
立
療
養
所
等
へ
の
入
所
」
を
「
指
定
医
療
機
関
へ
の
入
院
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同

号
ヘ
と
し
、
同
号
イ
中
「（
里
親
及
び
保
護
受
託
者
の
認
定
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
号
イ
を
同

号
ホ
と
し
、
同
号
ホ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ
　
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
施
設
給
付
費
の
支
給
の
要
否
の
決
定

ロ
　
第
二
十
四
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
施
設
受
給
者
証
の
交
付

ハ
　
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
施
設
給
付
決
定
の
取
消
し

ニ
　
第
二
十
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
施
設
受
給
者
証
の
返
還
の
請
求

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
四
条
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
中
「
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
者
自
立
支
援
法

（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
附
則
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
の
施
行
前
に
お
い

て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
附
則
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童

福
祉
法
（
以
下
「
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
」
と
し
、
同

号
ロ
中
「
第
二
十
四
条
の
三
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
二
十
四
条
の

規
定
に
よ
り
同
法
の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
る
改
正
後
の
児
童
福

祉
法
第
二
十
四
条
の
三
第
六
項
」
と
し
、
同
号
ハ
中
「
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

「
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
」
と
し
、
同
号
ニ
中

「
第
二
十
四
条
の
四
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
二
十
四
条
の
規
定
に

よ
り
同
法
の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
第

二
十
四
条
の
四
第
二
項
」
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
四
十
一
号

山
梨
県
立
育
精
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
立
育
精
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
立
育
精
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
立
育
精
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
十
六
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
六
条
第
一

項
第
二
号
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
表
一
の
項
中
「
第
四
条
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
」

を
「
第
十
五
条
の
四
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
「
第
四
条
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二

十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
六
」
に
改
め
、
同
表
三
の
項
中
「
第
四
条
」
を

「
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
知
的
障
害
者
更
生
施
設
支
援
」
の
下
に
「
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
」

を
加
え
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四
　
条
例
第
四
条
第
一
項
の
表
三
の
項
の
知
的
障
害
　
七
〇
人

児
施
設
支
援

別
表
中
「
知
的
障
害
者
更
生
施
設
」
を
「
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
附
則
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
た
知
的
障
害
者
更
生
施
設
」
に
改
め
、
同
表
入
所
定
員
の
項
中
「
七
〇
人
」
を
「
第
三

条
の
表
四
の
項
の
定
員
内
」
に
、「
第
二
条
の
二
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
年
山
梨
県
規
則
第
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
八
条
第
三

項
」
を
「
第
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
短
期
入
所
事
業
等
の
定
員
）

第
三
条
　
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
利
用
区
分
ご
と
の
定
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

利
　
　
　
　
　
用
　
　
　
　
　
区
　
　
　
　
　
分
　
　
　
　
　
定
　
　
　
　
　
員

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
九
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

六



（
山
梨
県
立
青
い
鳥
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
山
梨
県
立
青
い
鳥
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
山
梨
県

規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
一
条
第
一
項
第

一
号
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中
「
知
的
障
害
者
更
生
施
設
支
援
」
の
下
に
「
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
」
を
加

え
、
同
条
中
「
知
的
障
害
者
更
生
施
設
支
援
」
の
下
に
「
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
同
表
一
の
項
の

短
期
入
所
を
行
う
事
業
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
五
条
第
一
号
中
「
知
的
障
害
者
更
生
施
設
支
援
」
の
下
に
「
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
」
を
加
え
、

同
条
第
二
号
中
「
知
的
障
害
者
福
祉
法
第
十
五
条
の
十
四
の
四
第
一
項
の
特
定
入
所
者
食
費
等
給
付

費
」
を
「
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
特
定

障
害
者
特
別
給
付
費
」
に
、「
第
十
五
条
の
十
二
第
五
項
の
施
設
受
給
者
証
」
を
「
第
二
十
二
条
第

五
項
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
」
に
改
め
、「
知
的
障
害
者
更
生
施
設
支
援
」
の
下
に
「
に

相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
」
を
加
え
る
。

別
表
知
的
障
害
者
更
生
施
設
の
項
中
「
知
的
障
害
者
更
生
施
設
」
を
「
一
　
障
害
者
自
立
支
援
法

附
則
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
た
知
的
障
害
者
更
生
施
設
」
に
改
め
、
同
表
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
項
中
「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」

を
「
二
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
知
的
障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
山
梨
県
立
知
的
障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
山
梨
県

規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
立
梨
の
実
寮
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則

第
一
条
中
「
山
梨
県
立
知
的
障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
」
を
「
山
梨
県
立
梨
の
実
寮

設
置
及
び
管
理
条
例
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「

二
の
項
」
を
「
三
の
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
表
一
の
項
中
「
第
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
四
」
に
改
め
、
同
表

二
の
項
中
「
第
二
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
六
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
号
中
「
知
的
障
害
者
福
祉
法
第
十
五
条
の
十
四
の
四
第
一
項
の
特
定
入
所
者
食
費
等

給
付
費
」
を
「
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の

特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
」
に
、「
第
十
五
条
の
十
二
第
五
項
の
施
設
受
給
者
証
」
を
「
第
二
十
二

条
第
五
項
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
中
「
山
梨
県
立
知
的
障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
」
を
「
山
梨
県
立
梨
の
実

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
九
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

七

山
梨
県
立
知
的
障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例

山
梨
県
立
梨
の
実

一
　
条
例
第
四
条
第
三
項
の
表
一
の
項
の
短
期
入
所
を
行
う
事
業
の
　
二
人

う
ち
、
身
体
障
害
者
に
係
る
も
の
（
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
含
む
。
）
、
知
的
障
害
者
に
係

る
も
の
（
知
的
障
害
者
福
祉
法
第
十
五
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
措

置
を
含
む
。
）
又
は
肢
体
不
自
由
児
に
係
る
も
の
（
児
童
福
祉
法

第
二
十
一
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
含
む
。
）

二
　
条
例
第
四
条
第
三
項
の
表
一
の
項
の
短
期
入
所
を
行
う
事
業
の
　
六
人

う
ち
、
身
体
障
害
者
に
係
る
も
の
（
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
含
む
。
）
、
知
的
障
害
者
に
係

る
も
の
（
知
的
障
害
者
福
祉
法
第
十
五
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
措

置
を
含
む
。
）
又
は
重
症
心
身
障
害
児
に
係
る
も
の
（
児
童
福
祉

法
第
二
十
一
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
含
む
。
）

三
　
条
例
第
四
条
第
三
項
の
表
二
の
項
の
肢
体
不
自
由
児
施
設
支
援
　
三
二
人
（
通
園
に
よ
る

肢
体
不
自
由
児
施
設
支

援
を
受
け
る
者
一
〇
人

を
含
む
。
）

四
　
条
例
第
四
条
第
三
項
の
表
二
の
項
の
重
症
心
身
障
害
児
施
設
支
　
六
〇
人

援
別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
二
条
関
係
）

区
　
　
　
　
分
　
　
　
　
肢
体
不
自
由
児
施
設
　
　
　
　
　
重
症
心
身
障
害
児
施
設

一
　
入
所
定
員
　
　
　
第
三
条
の
表
三
の
項
の
定
員
内
　
　
第
三
条
の
表
四
の
項
の
定
員
内

二
　
入
所
期
間
　
　
　
入
所
の
日
か
ら
入
所
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
た
日
ま
で

三
　
入
所
資
格
　
　
　
児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
措
置
児
童



寮
設
置
及
び
管
理
条
例
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
身
体
障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
山
梨
県
立
身
体
障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
山
梨
県

規
則
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
立
あ
さ
ひ
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則

第
一
条
中
「
山
梨
県
立
身
体
障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
」
を
「
山
梨
県
立
あ
さ
ひ
ワ

ー
ク
ホ
ー
ム
設
置
及
び
管
理
条
例
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
表
二
の
項
中
「
第
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
四
」
に
改
め
、
同
表

三
の
項
中
「
第
二
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
六
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
号
中
「
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
七
条
の
十
三
の
四
第
一
項
の
特
定
入
所
者
食
費
等

給
付
費
」
を
「
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の

特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
」
に
、「
第
十
七
条
の
十
一
第
五
項
の
施
設
受
給
者
証
」
を
「
第
二
十
二

条
第
五
項
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
中
「
山
梨
県
立
身
体
障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
」
を
「
山
梨
県
立
あ
さ
ひ

ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
設
置
及
び
管
理
条
例
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
寮
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条
　
山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
寮
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十

七
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
表
一
の
項
中
「
含
む
。）」
の
下
に
「
、
知
的
障
害
者
に
係
る
も
の
（
知
的
障
害
者
福
祉

法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
含
む
。）
又
は
障

害
児
に
係
る
も
の
（
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
六
の
規

定
に
よ
る
措
置
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
表
二
の
項
及
び
三
の
項
を
削
り
、
同
表
四
の
項
中
「
第
十

八
条
第
三
項
」
を
「
第
十
八
条
第
二
項
」
に
、「
六
十
人
」
を
「
六
〇
人
」
に
、「
十
人
」
を
「
一
〇

人
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
二
の
項
と
す
る
。

第
四
条
第
二
号
中
「
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
七
条
の
十
三
の
四
第
一
項
の
特
定
入
所
者
食
費
等

給
付
費
」
を
「
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の

特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
」
に
、「
第
十
七
条
の
十
一
第
五
項
の
施
設
受
給
者
証
」
を
「
第
二
十
二

条
第
五
項
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
四
十
二
号

山
梨
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
中
「
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
市
町
村
の
区
域
ご
と
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
公
聴
会
開
催
の
期
日
の
一
週
間
前
」
を
「
知
事
が
定
め
る
期
限
」
に
改
め
、

「
及
び
そ
の
理
由
」
を
削
り
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、当
該
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
が
次
項
の
利
害
関
係
人
で
あ
る
と
き
は
、

意
見
書
に
事
案
に
係
る
利
害
関
係
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
第
二
項
中
「
当
該
公
聴
会
」
を
「
事
案
」
に
改
め
、「
住
民
」
の
下
に
「
及
び
利
害
関
係
人
」

を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
四
十
三
号

山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
二
の
八
の
表
住
宅
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二
　
住
生
活
　
１
　
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
申
　
○
　

基
本
法
（
平
　
　
述

成
十
八
年
法

律
第
六
十
一
　
２
　
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
　
○

号
）
の
施
行
　
　
計
画
の
策
定

に
関
す
る
事

務
　
　
　
　
　
３
　
第
十
七
条
第
三
項
（
同
条
第
八
項
に
お
い
て
　
○

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
市

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
九
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

八

山
梨
県
立
身
体
障
害
者
授
産
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例

山
梨
県
立
あ
さ
ひ

ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
設
置
及
び
管
理
条
例

寮
設
置
及
び
管
理
条
例



町
村
へ
の
協
議
等

４
　
第
十
七
条
第
四
項
（
同
条
第
八
項
に
お
い
て
　
○

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
国

土
交
通
大
臣
へ
の
協
議

５
　
第
十
七
条
第
七
項
（
同
条
第
八
項
に
お
い
て
　
○

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
都

道
府
県
計
画
の
公
表

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
四
十
四
号

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
五
条
の
三
の
表
中
「
石
和
町
の
区
域
を
除
く
」
を
「
石
和
町
の
区
域
及
び
平
成
十
八
年
七
月
三
十

一
日
に
お
け
る
芦
川
村
の
区
域
を
除
く
」
に
、「
芦
川
村
」
を
「
笛
吹
市
（
平
成
十
八
年
七
月
三
十
一

日
に
お
け
る
芦
川
村
の
区
域
に
限
る
。）」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
五
号

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
丸
　
　
茂
　
　
紀
　
　
彦

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

別
表
第
三
南
甲
府
警
察
署
の
部
右
左
口
警
察
官
駐
在
所
の
項
中

東
八
代
郡
中
道
町

東
八
代
郡

右
左
口
一
三
三
一
　
　
右
左
口

「

甲
府
市
右
左
口
町

甲
府
市
の
う
ち

中
道
町
の
う
ち

を
　
　
一
三
三
一

右
左
口
町
、
中
畑

、
中
畑
、
上
向
山
、
下
向
山
、
心
経
寺

寺
町

」

「

東
八
代

町
、
上
向
山
町
、
下
向
山
町
、
心
経
　
　
に
改
め
、
同
部
上
曽
根
警
察
官
駐
在
所
の
項
中
　

上
曽
根

の
一

」

郡
中
道
町
　
東
八
代
郡
中
道
町
の
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

一
九
〇
四
　
　
白
井
、
上
曽
根
、
下
曽
根

を

甲
府
市
上
曽
根
町

一
九
〇
四
の
一

」

甲
府
市
の
う
ち
　

に
改
め
、
同
表
長
坂
警
察
署
の
部
小

白
井
町
、
上
曽
根
町
、
下
曽
根
町

」

「

淵
沢
警
察
官
駐
在
所
の
項
中

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
　
北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町

町
八
一
六
二
の
一

「
を

北
杜
市
小
淵
沢
町
　
北
杜
市
の
う
ち

八
一
六
二
の
一
　
　
　
小
淵
沢
町

」

に
改
め
、
同
部
武
川
警
察
官
駐
在
所
の
項
中
「
武
川
町
牧
原
、
武
川
町
三
吹
、
武
川
町
山
高
、
武

」
川
町
黒
沢
、
武
川
町
新
奥
、
武
川
町
宮
脇
、
武
川
町
柳
沢
」
を
「
武
川
町
」
に
改
め
、
同
表
市
川
警
察

「

西
八
代
郡
上
九
一

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
の
う
ち

署
の
部
上
九
一
色
警
察
官
駐
在
所
の
項
中

色
村
梯
二
七
一

畑
熊
、
中
山
、
垈
、
高
萩
、
三

西
八
代
郡
上
九
一
色
村
の
う
ち

梯
、
古
関

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
九
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

九



「

甲
府
市
梯
町
二
七

甲
府
市
の
う
ち

帳
、
下
芦
川
　
　
　
　
　
　
を

一

梯
町
、
古
関
町

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
の
う
ち

畑
熊
、
中
山
、
垈
、
高
萩
、
三
帳
、
下
芦

」

に
改
め
、
同
表
笛
吹
警
察
署
の
部
芦
川
警
察
官
駐
在
所
の
項
所
管
区
の
欄
中
「
東
八

川

」

代
郡
芦
川
村
」
を
「
東
八
代
郡
」
に
改
め
、
同
表
富
士
吉
田
警
察
署
の
部
本
栖
警
察
官
駐
在
所
の
項
中

「
西
八
代
郡
上
九
一
色
村
」
を
「
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
九
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

一
〇

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番


